























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1678 1778 1878 ザルツブルク マンハイム ヴェルサイユ ウィーン ピッコロ
クラリネット トロンボーン ヴィオラ コントラバス オルガン
次に大問２として、授業で取り上げた音楽作品について、その創作の背景と音楽的特徴の関連
を説明させる問題を作成した。これは、「音楽の歴史に対する関心」、「音楽の歴史についての知識」、
「文章による表現力」の３点を評価するための問題である。出題した作品は、ハイドンの交響曲
第94番「驚愕」、モーツァルトの「戴冠式ミサ」、モーツァルトのピアノ協奏曲第26番「戴冠式」
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である。以下に優れた解答例を示す??。
【表10】前期期末試験大問２の生徒による優れた解答例
問題
以下の作品について、創作の背景と音楽的特徴について、簡潔に説明しなさい。
モーツァルト：ミサ曲 ハ長調 KV317「戴冠式ミサ」
モーツァルトは11歳から19歳までの９年間で80曲もの教会音楽を書いている。これは、モー
ツァルトの生涯作曲した曲数の約10％をしめる。そのうちの１つの戴冠ミサは、ザルツブルク
時代に作曲され、ミサの３つのタイプの３つ目にあたる。ミサには、ミサ・ソレムニスという、
トランペットやティンパニーを使った荘厳で長いものと、ミサ・ブレヴィスというVn.２部と通
奏低音の簡素で短いものと、その間の荘厳で短いものがあるが、戴冠ミサは荘厳で短いタイプ
なのだ。これは、教会改革を考えていたコロレド大司教の衣頼［ママ］によるものである。「戴
冠ミサ」の題名の由来は、1790年のレオポルト２世、1791年のフランツ２世のそれぞれの戴冠
式で演奏されたからと考えられる。
大問３としては、授業で取り上げた音楽作品の譜例を示し、歴史的に重要な音楽的特徴を分析
させる問題を作成した。これは、「音楽の歴史に対する関心」、「音楽の歴史についての知識」、「作
品を分析的に把握する力」、「文章による表現力」の４点を評価するための問題である。出題した
作品は、ハイドンの「ロシア四重奏曲」より「冗談」（譜例は第１楽章）と、ベートーヴェンのピ
アノ・ソナタ第14番 《幻想曲風ソナタ》（譜例は第１・２楽章、及び第３楽章の途中まで）であ
る。以下に優れた解答例を示す。
【表11】前期期末試験大問３の生徒による優れた解答例
問題
別紙の譜例で示した作品について、歴史的に重要な音楽的特徴を、具体的に説明しなさい。
ハイドン：「ロシア四重奏曲」より「冗談」
主題労作といい、主題のモチーフを積み重ねながら、発展させていくという手法で書かれて
いる。また、１楽章では同じリズム（ ）が何回もつかわれたり、４声の声部にほぼ同じ役
割を与えているなど、今までの室内楽を大きく発展させ、構成に大きな影響を与えた。
この作品はソナタ形式で名前の由来は最終楽章の終わりにある。もう曲が終わったようにみ
せかけ、主題の旋律を沈黙のような２小節位の休符を入れ、最後も主題のモチーフであまり簡
潔していない終わり方で終わる。聴く人を楽しませるなど、ハイドンのユーモアが感じとれる。
最後に大問４として、創作の歴史の流れを説明させる問題を作成した。この問題は、「音楽の歴
史に対する関心」、「音楽の歴史についての知識」、「文章による表現力」の３点を評価する問題で
ある。出題したのは、交響曲のジャンルにおけるベートーヴェンの歴史的重要性についてであ
る??。以下に優れた解答例を示す。
【表12】前期期末試験大問４の生徒による優れた解答例
問題
交響曲のジャンルにおけるベートーヴェンの歴史的重要性について説明しなさい。
ベートーヴェンの人生は、初期、中期、後期と３つに分けることができる。初期のころは、
尊敬していたハイドンやモーツァルトのようなものを作っているが、すでに彼の個性がでてい
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た。彼は９つの交響曲をかいているがすでに２番を作成していた頃には耳が聴こえにくくなっ
ていた。２番を例にすると、今までメヌエットがきていた場所をスケルツォに変えたりしてい
る。そして５番。最初の という運命の動機は色んなとこで絶えずでてきており主題労作
されている。今までとは違う大規模な編成である。ハイドンの時代は４部構成で２管編成であっ
た。更にハイドンが円熟時期にみられる［ママ］急速な冒頭、緩徐楽章、メヌエット、急速な
フィナーレという順番や内容も変えている。尊敬していたハイドンやモーツァルトがつくり上
げてきたものを基盤として独自に作曲していった。
これらの論述問題について、低い評価を付けた生徒に対する事後の指導としては、筆者による
模範解答を示し、それぞれの問題でどのような力が問われているのかを説明した。
４.まとめ
以上、「音楽史」の評価規準の作成と、平成25年度前期に第１学年を対象に行った学習指導と評
価についてまとめた。最後に、今後の課題について述べたい。
まず１点目は、評価規準をどのように生徒と共有するかという問題である。評価規準を最初に
示しておくこと、そして生徒に適宜自己評価をさせていくことが効果的なのではないかと思われ
る。２点目は、３年間の段階的な指導と評価の計画の作成である。中世・ルネサンスが学習範囲
となる第２学年の「音楽史」に関しては、多くの高校生にとって関心を持ちにくい時代であるこ
と、また、邦楽専攻生が一緒に西洋音楽史の授業を受けるようになることなど、配慮が必要とな
る点がいくつかある。また、平成27年度から開設する第３学年の「鑑賞研究」については、大学
の音楽学関連科目にどのようにつなげていくのかということも課題となるだろう。生徒にとって
は、本校での３年間の学習を経て大学に入学する時点でどのような力がついているのか、そのイ
メージが明確になると、学習意欲を高めることができるのではないだろうかと思われる。
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?高等学校では平成25年度入学生から新学習指導要領に基づく指導を行っている。
?現在、本校の「音楽史」は、第１学年の邦楽専攻生を対象にした日本音楽史の授業を近藤静乃
教員、その他を筆者が担当している。日本音楽史の授業に関する詳細は、本紀要所収の近藤教員
による「邦楽専攻生のための日本音楽史と理論」を参照されたい。
?新学習指導要領では、「音楽史」で扱う内容に関して、「我が国の音楽史」と「諸外国の音楽史」
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のどちらか一方に偏ることのないように、また「諸外国の音楽史」が西洋に限定されないように、
配慮が求められている。しかし、本校では、約９割の生徒が西洋芸術音楽の分野の作曲・演奏実
技を専攻しており、そのうちの多くが将来的に演奏家や教育者になることを希望している。その
ため、本校ではやむを得ず西洋音楽史に重点を置いて指導を行っている。
??第11節音楽」、文部科学省『高等学校学習指導要領』（平成21年３月）、284頁。
?平成25年度の第１学年には作曲と打楽器の専攻生は在籍していない。
?古典派の宗教音楽に関しては、ハイドンのオラトリオを取り上げることが多い。しかし平成25
年度は、本校の定期演奏会でモーツァルトのミサ曲「戴冠式ミサ」を演奏することになったため、
この作品を取り上げることにした。
?文部科学省「小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び
指導要録の改善等について」（平成22年５月11日文部科学省初等中等教育局長通知）別紙６「各教
科の評価の観点及びその趣旨（高等学校及び特別支援学校高等部）」、８頁。
?国立教育政策研究所『評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料（高等学校 芸
術〔音楽〕）』（平成24年７月）、31頁。
??第11節音楽」、文部科学省『高等学校学習指導要領』（平成21年３月）、282頁。
??前期の「古典派の弦楽四重奏曲」の題材と、後期の「ロマン主義時代の管弦楽曲」の題材の中
の２時間は、教育実習生が授業を行った。
??生徒の解答には、年代に関して若干の誤りが見られる。正確には、モーツァルトが生涯で作曲
した教会音楽が約80曲で、その大部分がザルツブルク時代（1756～80年）の作品である。また、
レオポルト２世の戴冠式は1791年、フランツ２世の戴冠式は1792年である。
??授業の進度の都合上、前期の試験範囲はベートーヴェンの交響曲第５番までとした。
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